
令和 7年度 第２回地域連携推進会議報告 

 

日時：令和８年 1月 2４日（土） 10:00～11:20 

場所：支援施設あさいな 相談室 

参加者：利用者 1名様 

ご家族保護者 1名 

    後援会役員 1名 

    施設長 

    施設支援課長 

    主任看護職員 

 

次第１．開会の挨拶（施設長） 

 

  ２．利用者の生活の様子 

    スライドショーを観て頂く（施設支援課長より説明） 

（R7年度 4月からの行事の様子クリスマス会使用したスライドショー） 

 

＜感想＞ 

    後援会役員様 

      職員の皆様のご苦労が伝わってきます。日頃私たちはどこにでも行けるが、

利用者さんは支援がないと行けませんから外の空気を吸えることは非常に幸せ

だなと感じました。  

    ご家族保護者様 

      自分の娘もお世話になっており、本当に企画が大変だと思いますが、皆さん

笑顔で最高ですね。努力に感謝したいです。 

    施設支援課長 

      ありがとうございます。もう少し出かける回数を増やしていろいろな所に行

きたいです。体力的にも遠くに行くことが難しい利用者の方もいますが、ADL

に合わせたグループ編成で頑張って企画したいと思います。 

    施設長 

      行きたいところはたくさんあるのですが食事形態・とろみに配慮しなければ

ならない利用者が多くなり、そのような点でもグループ編成で行く場所などは

変わってきます。 

    後援会役員様 

     階段は難しいとかもありますよね。この近くの覚照寺の敷地内に東日本大震災



復興記念庭園があり歴史も感じて欲しいですけど階段あるから難しいですね。ぜ

ひ、職員の皆さんもご縁があって勤めているので紹介してください。 

    ブレスレット作れる方はいるんですか？ 

   施設支援課長 

ビーズのひも通しができる方はいます。活動の一環として取り入れてます。 

後援会役員様 

ハトムギ科の種撒いて育てた数珠玉を使ってひもを通し自分の願い・夢・目標

のパワーストーンを 1つ作るというものがあるのですが、もしできる方がいるの

であれば材料を提供させてもらってもよいと思ってます。宮床中学校ではまゆ玉

作りをするんですけれども、施設の雰囲気づくりとしてまゆ玉の飾りを飾って癒

されるのも良いのではと思います。 

 

 ３．事故・ヒヤリハットの報告（別紙①参照） 

     毎月第 1金曜日にリスクマネジメント委員会を開催し、各部署で報告と検証し   

    ております。事故報告に関しては対応策を考えた後に 2週間後に再評価を行って

います。委員会でまだ事故の可能性があるという場合には再度対応策を考えてい

ただいて再評価することになっています。怪我なく生活していただけることを目

標に委員会をすすめてまいりました。 

     大きな事故に関しては、県、市町村に報告しております。 

   施設長 

     継続して治療が必要な大きな事故に関しては県、市町村に報告義務がありま

す。石巻市の施設でも熱湯でやけどの事故がありましたが、あさいなでは給湯器

での温度設定で高温にならないようになっています。もちろん手を入れて確認も

しております。あさいなでの溺水事故に関しては浴槽が深いということで、樹脂

の底上げ板を敷いて浅くなるよう対応しております。職員についても目を離さな

いように徹底しております。 

   ご家族保護者様 

ソファからずり落ちて圧迫骨折というのは？ 

   施設支援課長 

     高齢の方であり受診時、医師からは今回がきっかけでの骨折ではないかもしれ

ないとの話はありました。 

     利用者さんは、何もないところで転ぶ方もいらっしゃるので、常に利用者さん

の行動を見ているようにはしていますが、なかなか集団生活の中で見れない部分

もあり、他の方の支援をしている際に事故が起きてしまった。 

   施設長 

     介護施設と大きく違うところは、転倒事故が多い。同じ方が転倒してしまうの



も今後の課題です。服薬事故についてはあってはならない事故なのです。その都

度飲み込んだのを確認はしているのですが、落ちていたりというのもあります。 

   施設支援課長 

     時間帯については引継ぎや勤務の交代時間など職員が薄い時間帯が多く、今後

の課題となっています。女子棟虹の棟が多いのは利用者さんが多く生活している

ところではあります。 

   ご家族保護者様 

     例えば 85歳以上など年齢で介護施設に行くというのは決まっているのです

か？うちの娘もいつまでいれるのかな。 

   施設長 

     以前は国で 65歳以上になったら介護保険を優先してくださいというのがあっ

たが、障害特性やコミュニケーションだったり介護施設で対応できないなど難し

い状況がある。障害は重度でも介護度は低い方も多い。ケースバイケースです。 

    グループホーム入居者の保護者からも先々の不安を話されている方もおります。 

   後援会役員様 

     1 人で何人も利用者さんの対応をして薬も確認するのも大変ですよね。少ない

水ではのどに引っかかったりするのもありますからね。自分でも落とすことがあ

りますよね。 

   施設支援課長 

     飲み込みが困難な方に関しては錠剤から粉に変更しています。 

    ヒヤリハットに関しては通院には至らないものを各部署でだしてもらっていま

す。厨房に関しましては給食委員会でもヒヤリハットが少なくなるようにと話し

合いをすすめています。続いては医務室です。 

   主任看護師 

     薬関係はダブルチェックをしており、事故には至らなかったものをヒヤリハッ

トでだしています。 

   施設支援課長 

     男子棟 20件、女子棟 46 件となっております。女子棟が重度の方が多いことが

考えられる。 

   ご家族保護者様 

     細かいことにチェックされており、自分たちでは流してしまうことを共有され

ている。小さい事故が続くと大きな事故につながるため、今後も大変でしょうけ

ど注意していただければなと思います。 

   後援会役員様 

     爪切りの大変さが伝わってきます。普通の爪切りでは切れない爪もありますよ

ね。ヒヤリハットであがってくるとみんなで注意できるので良いと思いました。 



  主任看護師 

    爪水虫の方はニッパーで対応しています。 

しながら施設の方で設定させていただきます。 

 

５．閉会 

  

  

以上 

  


